
初
春
の
お
慶
び
を

申
し
上
げ
ま
す

旧
年
中
は
皆
様
の
温

か
い
ご
支
援
の
も
と
で

一
年
間
の
諸
行
事
、
並

び
に
地
域
の
場
と
し
て

様
々
な
活
動
が
出
来
ま

し
た
事
に
対
し
、
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

龍
泉
寺
の
寺
報
「
ま
ん

だ
ら
」
に
て
逐
次
報
告

さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま

す
が
、
本
年
よ
り
新
た

に
お
寺
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
「
龍
珠
会
」
で
さ
ら

に
見
や
す
く
龍
泉
寺
の

活
動
が
ご
覧
頂
け
る
よ

う
に
い
た
し
ま
す
。

お
釈
迦
様
の

慈
悲
と
い
う
も

の
は
、
ま
さ
に

太
陽
の
光
の
如

く
に
分
け
隔
て

な
く
降
り
注
い

で
い
ま
す
。

し
か
し
、
次
々

に
お
そ
っ
て
く

る
苦
し
み
や
悲

し
み
。
そ
ん
な

時
お
釈
迦
様
は

「
あ
な
た
の
苦

し
み
の
原
因
は

執
着
と
欲
で
す

よ
」
と
お
諭
し

下
さ
い
ま
す
。

こ
の
世
界
は
、

実
は
私
達
の
心

が
つ
く
り
だ
し
て
い
る

の
だ
か
ら
心
の
持
ち
方
、

も
の
の
見
方
を
変
え
れ

ば
瞬
時
に
安
穏
な
心
に

な
る
の
で
す
。

平
成
二
十
五
年
が
デ

コ
ボ
コ
道
で
あ
っ
て
も
、

「
苦
し
み
は
な
ぜ
？
」

で
は
無
く
「
何
の
た
め

に
」
と
意
味
を
考
え
、

南
無
妙
法
蓮
華
経
の
お

題
目
を
唱
え
て
歩
ん
で

参
り
ま
し
ょ
う
。
合
掌

ま
ん
だ
ら

来
る
二
月
四
日

（
月
）
一
年
の
平
穏
、

世
界
の
平
和
と
皆
様

一
人
一
人
の
盛
運
と

除
災
を
祈
る
節
分
星

祭
り
法
要
を
、
県
内

修
法
師
の
ご
協
力
を

賜
り
、
下
記
の
如
く

厳
修
い
た
し
ま
す
。

立
春
の
吉
日
、
妙

見
様
を
安
置
し
た
ご

宝
前
で
星
祭
り
祈
願

と
、
所
願
円
満
の
特

別
加
持
を
お
受
け
下

さ
い
。

記

一
、
日

時

二
月
四
日
（
月
）

一
、
日

程

午
後
一
時
半
よ
り

境
内
に
て
水
行

等
午
後
二
時
よ
り

祈
願
法
要

法
要
後
豆
ま
き

※
別
紙
申
込
書
に
て

星
祭
り
及
び
特
別
祈

祷
の
申
込
は
一
月
末

ま
で
に

平
成
二
十
五
年
節
分
星
祭
祈
願
ご
案
内
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龍珠会

記

一
、
開
催
日

一
月
十
四
日
（
月
・
成
人
の
日
）

一
、
会
費

大
人
三
〇
〇
〇
円

子
供
一
〇
〇
〇
円

一
、
集
合
場
所

龍
泉
寺

一
、
集
合
時
間

午
前
十
時
三
〇
分

送
迎
バ
ス
で
移
動

一
、
日
程

十
一
時
よ
り
温
泉
入
浴

十
二
時
よ
り
三
時
ま
で
新
年
会

三
時
半
龍
泉
寺
に
て
解
散

※

尚
、
ご
参
加
い
た
だ
け
る
方

は
、
人
数
把
握
の
た
め
、
お
早
め

に
龍
泉
寺
ま
で
電
話
等
で
ご
連
絡

下
さ
い
。

編
集
後
記

論
語
に
あ
る
孔
子
の

有
名
な
お
言
葉
に
「
三

十
に
し
て
立
つ
。
四
十

に
し
て
惑
わ
ず
。
五
十

に
し
て
天
命
を
知
る
」

と
あ
る
。
今
年
で
住
職

と
な
っ
て
二
十
年
。
三

十
歳
の
時
に
僧
侶
の
道

を
志
し
、
平
成
五
年
に

入
寺
式
、
四
十
代
は
惑

わ
ず
住
職
の
勤
め
を
果

し
た
つ
も
り
で
い
た
が
、

五
十
五
に
も
な
っ
て

「
天
命
を
知
る
」
と
は

程
遠
い
、
ち
っ
ぽ
け
な

頼
り
な
い
僧
侶
の
ま
ん

ま
。
こ
れ
は
立
派
な
お

坊
さ
ん
へ
の
執
着
で
あ

ろ
う
か
。
池
上
本
門
寺

で
お
世
話
に
な
っ
た
先

輩
が
「
俺
た
ち
、
た
か

が
坊
主
だ
ろ
」
と
言
い

放
っ
た
。
そ
う
だ
お
寺

に
集
ま
る
皆
さ
ん
と
、

慈
悲
の
光
を
受
け
て
小

さ
な
善
行
を
積
み
仏
道

を
歩
ん
で
行
こ
う
。再

拝

１月の予定
唱題行

月日 １月２８日（月）
時間 午後７時より８時まで
場所 龍泉寺本堂

法華経を学ぶ
月日 年１月１３日（日）
時間 午後３時より
場所 龍泉寺本堂
内容 授記品第六

地域の皆様と忘年会！

平成23年を締めくくる龍泉寺龍珠会と
しての忘年会を12月8日の金曜日の夜、大
広間で賑やかに行いました。清正公夏祭
りをお手伝い頂いた皆様、夏休み寺子屋
を手伝ってくれた県大生、「浜田を明る
く照らし隊」の活動と10/26の「はまだ灯」
に協力してくれた学生や市民が楽しく集
いました。
平成25年もみんなの暮らす浜田市を明

るく元気にするイベントを計画中です！

平
成
二
十
五
年
は
五
月
に
開

催
さ
れ
る
身
延
大
会
に
合
わ
せ

て
、
七
面
山
登
詣
を
計
画
い
た

し
ま
す
。
標
高
一
九
八
二
メ
ー

ト
ル
の
山
で
、
白
糸
の
滝
の
あ

る
登
山
口
よ
り
、
片
道
約
四
時

間
程
で
登
詣
し
て
山
頂
に
あ
る

お
寺
、
敬
慎
院
に
泊
ま
り
ま
す
。

翌
朝
、
見
晴
ら
し
台
よ
り
富

士
山
の
後
ろ
か
ら
昇
る
ご
来
光

を
拝
み
、
朝
食
後
お
昼
ま
で
に

下
山
を
い
た
し
ま
す
。

日
蓮
宗
総
本
山
の

身
延
山
鎮
守
と
し

て
の
「
七
面
大
明

神
」
を
祀
る
霊
場
参
拝
に
是
非

ご
参
加
下
さ
い
。記

《
旅
行
計
画
》

五
月
十
一
日(

土
）

〜
十
三
日
（
月
）

一
日
目

新
幹
線
・
Ｊ
Ｒ
に
て

二
日
目

午
前
中

身
延
大
会

午
後
よ
り
登
詣

三
日
目

ご
来
光
・
下
山

Ｊ
Ｒ
・
新
幹
線
利
用

参
加
費
用

お
一
人
約
七
万
弱

※
参
加
希
望
者
は
一
月
中
に
住

職
ま
で
お
申
し
出
下
さ
い
。

平

成

二
十
五
年

七
面
山
登
詣
の
お
誘
い

2002年インド仏蹟参拝の記念写真


